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第 2 章は船舶用として最も多く使用される Al-4.5% Mg 合金に最適な溶接用線材の選定の為の研
究であり. Mg, Mn, Cr 等の含有量を変化させた30種類の線材を作り， これらより最も理想的と思わ
れる Al-4.5% Mg-0.2 ,-...,0.5% Mn 合金線材を選定している。
第 3 章は第 2 章にて選定された線材による溶接継子の低温に於ける機械的性質についての研究であ
り，常温より -1960C に至るまでにこれら継子は遷移現象を示さず，この程度までの超低温に於いて
も充分に安心して使用出来ることを立証している。









れているが. -200oC に近い超低温の液化メタン等の輸送船に耐食ア jレミニウムを使用することにつ
いての総合的研究はこれが最初であり，本研究の結果によってこれらの輸送船並びにそれら液化ガス
の貯槽等の建造への道が聞かれたことになる。この成果は工学的にも工業的にも重要な意義を持つも
のであり，よって本論文は博士論文として価値あるものとみとめる。
? ?円べ
u
?
